生物遺伝資源提供同意書

国立大学法人東海国立大学機構（以下「甲」という。）と　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲の設置する名古屋大学大学院生命農学研究科附属鳥類バイオサイエンス研究センター（以下「名大ＡＢＲＣ」という。）が保管する生物遺伝資源（ニワトリ・ウズラ）の提供について、つぎのとおり同意する。

（生物遺伝資源）

第１条　甲は、乙に対し、次の生物遺伝資源（以下「本件リソース」という。）を提供する。なお、本件リソースが増殖・繁殖可能なものである場合、その子孫・繁殖物も本件リソースとみなすものとする。

1 名称　　　　　  　　（ニワトリもしくはウズラ、および系統名）　　　　
2 使用目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
3 使用方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（経費）

第２条　乙は、本件リソースの提供にあたって発生する経費として、リソース価格表に示す金額に消費税及び地方消費税相当額を加え、甲に支払うものとする。

２　乙は、前項の発生経費を、甲が発行する請求書を受領後、６０日以内にその全額を甲に支払わなければならない。

３　乙は、前項の支払期限までに支払わないときは、同期限の翌日から支払の日まで年３％の割合で計算した遅延損害金を支払わなければならない。

（提供）

第３条　乙は、本件リソースを受領したときは、甲に対し受領書を交付するものとする。

２　甲は、本件リソース並びに本件リソースを使用する権利のみを乙へ提供する。本同意書のいかなる定めも、本件リソースに関して寄託者又は第三者が有する所有権、産業財産権をはじめとする一切の知的財産権、名古屋議定書締約国の遺伝資源に関する権利その他一切の権利を乙に移転、付与又は許諾するものではない。本件リソースの使用に必要な一切の権利は、乙が自らの責任で取得するものとする。
（乙の義務）

第４条　乙は本件リソースを、第１条②の使用目的のため以外に使用してはならず、また、ヒト（治療、診断、飲食物、その他）には使用してはならない。

２　乙は、本件リソースを善良な管理者の注意をもって管理しなければならない。

３　乙は、甲の事前の文書による承諾なく、本件リソースを第三者に提供してはならない。

４　乙は、本件リソースの引渡し、維持及び返還に要する費用を全て負担しなければならない。

５　乙は本件リソース（臓器、組織、細胞、体液及び抽出物等を含む｡）及び本件リソースの改変物（本件リソースに由来し、本件リソースを含む又は取り込んだ生物遺伝資源。）を転貸し、譲渡し、又は担保に供してはならない。ここでいう「譲渡」とは知的所有権、実施権等のすべての権利の移動あるいは移転ないし引き渡しを含む。

６　乙は、本件リソースを指定された下記の場所以外では使用してはならない。ただし、事前に甲の承認を受けた場合はこの限りでない。

　　【指定使用場所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

７　乙は、本件リソースが研究を目的にしたものであり、その特性等について全てが確認されているわけではないことを認識し、その取り扱いについて慎重かつ十分な配慮を行なわなければならない。

８　乙は、本件リソースの使用にあたって、「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律」（平成15年法律第97号）、「動物の愛護及び管理に関する法律」（昭和48年法律第105号）等、必要に応じて、該当する日本の法令及びガイドラインによって認められる範囲内の研究環境、実験条件等で取り扱わなければならない。甲は、乙のこれら法令、ガイドラインの遵守について一切責任を負うものではない。なお、当該法令等に基づく手続きが必要な場合には、当該法令に従って乙がその手続きをしなければならない。また、乙は、その他の諸法規、国又は公的機関の定める規制、及び公序良俗に従って本件リソースを取り扱わなければならない。

９　乙が本同意書に違反したとき、甲は、乙による本件リソース及び名大ＡＢＲＣの他のリソース使用を停止することができる。

１０　乙は、本件リソースを使用した成果等を発表する際は、本件リソースが文部科学省ナショナルバイオリソースプロジェクト（以下、「ＮＢＲＰ」という。）を介して、名大ＡＢＲＣから提供されたことを明示する。〔英文例：○○○○(リソース名) was provided by Avian Bioscience Research Center, Nagoya University, THERS  through the National Bio-Resource Project of the MEXT, Japan.〕また、乙はその発表の情報を甲へ送付する。甲は、本件リソースの使用の状況及び成果等について乙に報告を求めることができ、乙は誠実に甲の求めに対して回答することとする。
１１　乙は、本件リソースの使用に当たって名大ＡＢＲＣ及びＮＢＲＰニワトリ･ウズラホームページに掲載されている次の条件を遵守する。
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



尚、本件リソースの使用にあたって寄託者から事前に承諾を得ることが必要な場合は、乙は本同意書の締結に先だって承諾書を用いて寄託者より承諾を得ること。
（本件リソースの処分）

第５条　乙は、本件リソースの使用を終了した場合、又は本同意書が終了（終了理由の如何を問わない）した場合、機密の保持及び安全確保に十分に配慮して、本件リソースを乙の費用及び責任で処分するものとする。

（返還）

第６条　乙が本同意書に違反したとき又は甲が特に必要と認めたとき、甲は乙に対し、速やかに本件リソースを返還するよう指示することができ、乙は、この指示に従い直ちに返還しなければならない。

（甲の調査・指示）

第７条　甲は、本件リソースの乙による使用について、随時に実地調査し、又は所要の報告を乙に求めることができる。

２　甲は乙に対し、本件リソースの維持、管理及び返還に関して必要な指示をすることができる。

（秘密保持）

第８条　甲から乙に秘密事項を開示する場合には、甲及び乙の間で別途秘密保持契約を締結する。

（新成果創出の取扱）

第９条　
乙は、第１条②の使用目的が達成された場合、その旨を、本件リソースの使用によって生じた発表実績及び知的財産権の権利化実績と共に、名大ＡＢＲＣに書面をもって通知する。名大ＡＢＲＣは、乙の名称等を名大ＡＢＲＣ及びＮＢＲＰニワトリ･ウズラの事業の成果として使用することができる。
（輸出管理条項）

第１０条　乙は、本契約の履行に伴い貨物の輸出をする場合又は研究成果等の技術を日本国外又は日本国内の非居住者等へ提供する場合、外国為替及び外国貿易法（当該法令に対応する諸外国の法令等を含む）に従い必要な手続を行う。
（非保証・免責）

第１１条　本件リソースは実験的・研究的性質を有するものであり、甲は乙に対して、明示・黙示を問わず一切の保証をしない。甲は、乙による本件リソースの使用が第三者の産業財産権をはじめとする一切の知的財産権を侵害しない旨の保証をせず、かつ、商品性または特定目的への適合性の保証をしない。また、甲は、乙による本件リソースの使用・保有により発生したいかなる結果・損害についても、一切その責任を負担せず、かつ如何なる損害賠償義務（直接、間接損害を問わない）も負担しない。
２　乙は、本件リソースの使用（製造・販売を含む）、保存、処分等によって生じるいかなる損害及び第三者からの損害賠償等の請求等（前項記載の権利の侵害を理由とするものを含む）について全ての責任を負い、甲及び寄託者の法的責任を免除することを保証する。

（解除）

第１２条　甲は、乙が第２条に規定する発生経費を所定の支払期限までに支払わないときは、本同意書を解除することができる。

２　甲及び乙は、相手方が本同意書に定める義務を履行しないときは、相当の期間催告したうえ本同意書を解除することができる。

（協議）

第１３条　本同意書に定めのない事項が生じたとき、又は本同意書の各条項の解釈につき疑義が生じたときは、甲と乙とは誠意をもって協議の上、解決するものとする。

（準拠法・管轄）

第１４条　本同意書は、日本法を準拠法とし、日本国の法律に従って解釈されるものとし、本同意書から発生する一切の紛争については、名古屋地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。

以上のとおり合意したので、本同意書正本２通を作成し、甲乙各１通を保有するものとする。

　　　　年　　月　　日   日付は未記入で提出してください。名古屋大学側で記入します。
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